
貸し渋り・貸し剥がしに関する情報の受付・活用について 

 

金融庁では、金融サービス利用者相談室が各種情報の受付の一環として受け付けた貸し

渋り・貸し剥がしに関する情報について、以下のとおり活用しています。 

 

１．金融モニタリングにおける活用 

金融モニタリングにおいて、寄せられた情報を参考に、金融機関に対する中小企業金

融の円滑化や顧客への十分な説明態勢の確立、相談・苦情処理機能の強化等の要請や、中

小企業の実態を踏まえた円滑かつ積極的な金融仲介機能が発揮できる態勢の検証を行っ

ています。 

 

２．個別金融機関に関する活用 

受け付けた情報のうち、情報提供者等が金融機関側への申出内容等の提示に同意して

いる情報を基に、事実確認等のヒアリングを実施しています。また、中小企業の実態を踏

まえた円滑かつ積極的な金融仲介機能が発揮できる態勢の構築状況のほか、貸出先に対

する説明責任の履行状況や苦情処理態勢等の検証を行っています。 

なお、これらの結果、必要があると認められる場合には、銀行法第 24条等に基づき報

告を徴求することとしています。 
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